
　「
俳
句
」
と
は
、
日
本
の
定
型
詩
の
一
つ
で
、

季
語
お
よ
び
五（
上
の
句
）・
七（
中
の
句
）・
五（
下

の
句
）
の
十
七
音
を
主
と
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ

る
。
短
い
字
数
の
中
に
作
者
の
工
夫
が
施
さ
れ
て

お
り
、
私
た
ち
読
者
は
そ
れ
を
自
由
に
味
わ
い
鑑

賞
で
き
る
。

　
本
単
元
で
は
、
俳
句
に
つ
い
て
基
本
的
な
知
識

を
確
認
し
た
後
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
俳

句
を
六
〜
七
人
の
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
、
表
現
の

仕
方
を
評
価
し
て
鑑
賞
文
を
書
く
こ
と
を
単
元
の

ゴ
ー
ル
と
し
た
。

　
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告

示
）
解
説
　
国
語
編
（
百
二
十
八
頁
）
に
は
、「
表

現
の
仕
方
に
つ
い
て
評
価
す
る
と
は
、
様
々
な
表

現
の
仕
方
が
、
文
章
の
内
容
や
書
き
手
の
考
え
を

正
確
に
伝
え
た
り
印
象
付
け
た
り
す
る
上
で
ど
の

よ
う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
な
ど
を
根
拠
に

基
づ
い
て
判
断
し
、
そ
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
そ
こ
で
本
単
元

で
は
、
生
徒
が
、
俳
句
に
お
け
る
表
現
の
仕
方
が

ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

考
え
や
す
い
よ
う
、
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
を
使
い
思
考

を
促
す
工
夫
を
し
た
。

そんな先生方のために、秀学社国語科通信では国語科の先生方に
参考にしていただける情報をお届けしています。

●国語科の授業のアイデアを広げたい！
●具体的な実践事例を知りたい！
●授業の導入に使える小話はないだろうか？

俳句の表現の仕方に注目してその情景や作者の心情について
読み解き、自分が感じたことをまとめよう。

東村山市立東村山第二中学校
神田　郁佳
（※令和七年度所属）

授
業
の
流
れ

・
同
じ
俳
句
を
選
ん
だ
者
同
士
、
ま
た
、

違
う
俳
句
を
選
ん
だ
者
同
士
で
鑑
賞
文

を
読
み
合
う
。

１時間目

・
グ
ル
ー
プ
内
で
、
各
自
が
担
当
す
る
俳

句
を
決
め
る
。

・
四
マ
ス
×
四
マ
ス
の
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
を

使
い
、
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て
評
価

し
、
鑑
賞
文
を
書
く
。

２時間目

・
俳
句
の
基
礎
知
識
を
確
認
す
る
。

３時間目

▲実際の生徒のマンダラート
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マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
と
い
う
と
、
三
マ
ス
×
三
マ
ス
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
で
目
標
や
要
因
を
整
理
し
、
視
覚
的
に
明

確
化
す
る
九
マ
ス
思
考
発
想
法
と
目
標
達
成
ツ
ー
ル
が

一
般
的
で
あ
る
が
、今
回
は
俳
句
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
少
な
い
枠
を
設
定
し
た
。
中
心
の
四
マ
ス
に
は
俳

句
の
中
か
ら
生
徒
が
自
ら
選
ん
だ
言
葉
を
入
れ
、
周
辺

に
は
そ
の
言
葉
か
ら
考
え
ら
れ
た
り
、
想
像
さ
れ
た
り

す
る
言
葉
（
書
き
手
の
考
え
や
、
読
み
手
に
与
え
ら
れ

る
印
象
）
を
入
れ
て
い
く
。

　
な
お
、
軸
と
な
る
言
葉
か
ら
連
想
し
て
い
く
思
考

ツ
ー
ル
と
し
て
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
回

は
字
数
の
少
な
い
定
型
詩
を
扱
う
こ
と
、
ま
た
、
国
語

が
あ
ま
り
得
意
で
な
い
生
徒
も
枠
の
決
ま
っ
て
い
る
マ

ン
ダ
ラ
ー
ト
で
な
ら
「
出
来
る
と
こ
ろ
を
埋
め
よ
う
」

と
い
う
意
識
が
働
き
活
動
し
や
す
い
と
判
断
し
た
た

め
、
こ
の
思
考
ツ
ー
ル
を
選
択
し
た
。（
逆
に
言
え
ば

発
想
力
が
豊
か
な
生
徒
に
は
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
で
は
物
足

り
な
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
生
徒
の
実
態
に
即
し
て

思
考
ツ
ー
ル
を
選
択
さ
せ
る
の
も
有
効
だ
と
考
え
る
。）

　
下
記
は
実
際
に
生
徒
が
作
成
し
た
鑑
賞
文
で
あ
る
。

　
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
で
広
げ
た
思
考
が
、
鑑
賞
文
に
す
る

こ
と
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
語
を
苦
手
と
す

る
生
徒
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
さ
ら

に
、
第
三
時
で
鑑
賞
文
を
読
み
合
う
こ
と
で
、
自
分
に

は
な
い
視
点
に
気
付
き
、
俳
句
を
よ
り
深
く
味
わ
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

生徒の鑑賞文
　この句は有季定型の俳句であり、季語は「鯨」（季節は冬）である。この俳句は、「星空」という情景をあらわす言葉か
ら始まっており、作者が星空で見た何かを、「瀑布」や「鯨」などの決して空には合わない言葉で表現した俳句だと思う。まず、
「星空」という言葉から、時間帯は夜だということが想像できる。星空は、空気が乾燥し、水蒸気が少ない冬の方が他の
時期に比べて綺麗に見えるため、私は「鯨」という季語以外にも、この「星空」という言葉からも、空気が冷えて澄んで
いる冬の景色を想像した。無音の瀑布の「瀑布」という言葉から、作者は夜の静けさを想像していたり、夏の夜とは違っ
てセミなどの虫の鳴き声もない冬の静かな夜の中にいたことを伝えたかったのではないかと考えた。また「無音」からは、
ひっそりとしていて落ち着いている様子がイメージできる。このことから作者がいた場所は、都会のような明るくて賑や
かな場所ではなく、人も少なく夜の明かりも少ない田舎にいたのではないかと思う。そして「瀑布」とは規模の大きな滝
のことを意味している。滝は水が流れているところのことなので、星空にまるで滝が流れているようにたくさんの流れ星
が流れていた、もしくは、波のように空にうつっていたオーロラのようなものを意味しているのだと思う。このような流
れ星やオーロラを音がしない空に流れる滝に例えて、作者は「無音の瀑布」と表現したのだと思う。俳句の最後の「鯨飛ぶ」
という部分では、海にいるはずの鯨が空にいるはずはないのに、「鯨」と表現されている。つまり作者は星空でみた何か
を鯨の水しぶきや、鯨の形の星（星座）に例えて、私たち読み手に伝えたかったのだと思う。

　俳句を含む韻文はレトリックと親和性が高い。オノマトペも技巧の一種だが、他言語に比べ日本語には豊富に存在
する。例えば『ずんずんと夏を流すや最上川』（正岡子規）など、オノマトペの効果で場面がリアルに脳内再生される。
オノマトペについてもう少し。動物の鳴き声の擬音語などは「wang-wang（中国語）」「voff-voff（ノルウェー語）」
のように、なんとなく似ている。どの国であれヒトの耳は変わらないからである。いっぽう擬態語は文化によって異
なる。「まったり」「ほのぼの」なんて、日本語を母語にする人には直感で雰囲気は理解される。では①「オジルオジル（韓
国語）」②「バランバラン（バスク語）」の擬態語の意味は伝わるだろうか。ヒトの進化と、文化の発展と、共に言葉と
併進してきたが、いつどこでオノマトペに違いが生じてきたのか。空想するのは面白い。（編集部：大空）

オノマトペのふしぎ〔編集部のつぶやき〕

答え　①めまい（日本語ならクラクラ）　②ぎこちない様子（日本語ならギクシャク）
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